
令和５年度 第２回農福連携推進研修会（現地研修）開催要領  

 

１ 開催趣旨   

農福連携は、障がい者等の農業分野での就労を通じて、農業サイドの課題である農 

業従事者の高齢化や担い手不足、福祉サイドの課題である就労先の確保や工賃向上と

いう双方の課題を解決し、更には就労する障がい者等の心身の健康維持向上が期待で

きる取り組みです。 

そこで、今回は農業分野での先進的な障がい者就労支援の取り組み事例を学び、今 

後の農福連携の取り組みの参考にしていただくため現地研修会を開催します。 

 

２ 主  催  一般社団法人岐阜県農畜産公社（ぎふアグリチャレンジ支援センター） 

 

３ 期  日  令和５年１０月１２日（木）８時００分～１６時４５分 

 

４ 視察場所 

（１）(株)ウィズファーム 

長野県下伊那郡松川町上片桐 2164-1 

   代表取締役 森下博紀氏 

PROFILE 

・森下氏が取締役を務める(株)ひだまり（就労継続支援 A型・B型事業所）の

利用者を施設外就労として受け入れるため、農業法人を立ち上げる。 

・地域にある高齢で継続が困難な農家の農地を借り受け、りんごやぶどう、に

んにくやじゃがいもなどを栽培。リンゴジュースの委託加工・販売実施 

・自社農産物のＰＲのため、各地のイベントやマルシェへ参加 

※昨年度、県が開催した「全国農福連携マルシェ inぎふ」出店 

・工賃向上や販路開拓、農福連携のＰＲを目的に、令和２年 11月に「ノウフ 

ク JAS」の認証を取得。差別化が図られ、売り上げが増加 

〈受賞歴〉 

・農福連携応援コンソーシアムが実施する「ノウフクアワード 2020 優秀賞及

び審査員特別賞未来を耕すの部」を受賞  

 

（２）くりくりの里中津川（運営事業者：社会福祉法人たんぽぽ福祉会） 

岐阜県中津川市苗木 48-522 ※昼食及び視察  

PROFILE 

・多機能型事業所(就労継続支援 A型・B型事業所・生活介護） 

・利用者が自立を目指して働く場所として誕生。施設内のすべての店舗で、利

用者が何らかの仕事を受け持って働いている。 

・福祉施設だからと甘えることなく「道の駅」に負けない施設を目指している。 

・店舗：農産物販売所・手づくり館 夢工房（食品加工工場直営店舗・土産物販売）・和食処

なかつ川・バゲットとココット(ベーカリー、シチューレストラン)・軽食たんぽぽ 

   

（３）恵那たんぽぽ福祉工場(就労継続支援 A 型事業所) 恵那菌床きのこセンター・菌床ハウス 

     恵那市大井町 2283-2  

〇恵那菌床きのこセンター 

・しいたけ栽培の菌床ブロックを作る工場。種菌を打つ「仕込棟」、菌打ちしたブロ

ックを寝かせておく「培養棟」からなる。利用者がほとんどの作業をこなし、1 日

800 個近い菌床を生産 

〇菌床ハウス 

・菌床しいたけを育て、収穫、選別、出荷を行っている。 



５ 参 加 者 障がい福祉サービス事業所の職員、農業関係者、ＪA職員、行政関係者等     

 

６ 内  容 

時  間 内        容 

８時００分 ＯＫＢふれあい会館バス乗り場東スペース 集合・出発 

（中型バスで移動します） 

９時２５分 

９時４０分 

中央自動車道 恵那峡サービスエリア（上り）休憩・集合 

        〃            出発 

１０時３５分 

（６０分） 

(株)ウィズファーム りんご園 到着 

事業所の概要説明及び視察 

１１時４０分 

(２０分) 

(株)ウィズファーム 選果・出荷作業場 到着  

視察 

１３時００分 

(６０分) 

くりくりの里中津川 到着 

昼食及び視察 

１４時２０分 

(２５分) 

恵那菌床きのこセンター・菌床ハウス 到着 

視察 

１５時０５分 

１５時２０分 

中央自動車道 恵那峡サービスエリア（下り）休憩・降車 

        〃            出発 

１６時４５分 シンクタンク到着  

  ※おおよその時間配分です。 

  ※視察内容は変更になる場合もありますので、ご承知おきください。 

７ 募集人数 ２０名（応募が定員以上になった場合は、抽選とさせていただきます。） 

８ 参 加 費  無料（但し、昼食代及び集合場所までの交通費は各自ご負担いただきます。） 

９ 集合場所 （１）ＯＫＢふれあい会館バス乗り場東スペース （岐阜市薮田南 5-14-12）  

（２）中央自動車道 恵那峡サービスエリア（上り）（恵那市大井町 2194） 

10  申込方法 別紙申込用紙に必要事項を記入の上、令和５年９月２５日（月）までに 

（一社）岐阜県農畜産公社農福連携推進室へ 

E-mail gifu-noufuku2@gifu-notiku.com 又は FAX 058-276-1268 

でお申し込みください。 

 

 

 

 

（一社）岐阜県農畜産公社農福連携推進室 

（ぎふアグリチャレンジ支援センター） 

室 長 加 留 担 当 高 垣 

ＴＥＬ 058-215-1503 ＦＡＸ 058-276-1268 

E-mail gifu-noufuku2@gifu-notiku.com  

 

 



 

<別紙>                                

『令和５年度 第２回農福連携推進研修会』（現地研修）申込用紙 

🔶開催日時 令和５年１０月１２日（木）８時００分～１６時４５分 

    

E-mail  gifu-noufuku2@gifu-notiku.com  

 

F A X   058-276-1268  

E-mailアドレス、FAX番号に間違いがないようご注意いただき、 

令和５年９月２５日（月）までにお申し込みください。 
                   

 事務局：(一社)岐阜県農畜産公社農福連携推進室 

  TEL：058-215-1503 室長：加留、担当：高垣      

   

所  属 
 

住  所 
 

電話番号 
 

 
FAX 

 

 

E-mail  

参加者名 

(フリガナ) 

 

(携帯電話番号) 

 

(フリガナ) 

 

(携帯電話番号) 

 

 

集合場所 

※チェックを 

お願いしま 

す 

□ ＯＫＢふれあい会館バス乗り場東スペース 

□ 恵那峡サービスエリア 

 

注１ ご記入いただいた個人情報は、本研修会以外の目的で使用することはありません。 

 ２ 緊急時の連絡等のため、携帯電話番号の記入をお願いします。 

 ３ 主催者から参加受付の連絡は行いません。 

定員超過により参加をお断りする場合にのみご連絡させていただきます。 

    

 

 


